
被害推計 EMIS情報

避難所情報

表計算ソフトで使える
・避難所リスト
・避難所情報
もダウンロード可能

特徴
1）インターネットを通じた情報の発信（地図サービス）
　震度分布、被害推計、医療機関情報、避難所情報、道路啓開情報、気象情
報などを、地図を用いて情報提供を行う。
　推計システムの各医療機関への予想患者数と各避難所の予想避難者数を地
図上で情報提供。また、支援システムの結果を提供する。

4. Webシステム

2）インターネットを通じた情報の収集（地図サービス）
　各避難所の情報を収集するシステム。MQTTの技術を用いて通信量が少な
く済むように設計。地図上から「避難所選択→情報を送信」を実現

http://h-crisis.niph.go.jp/assistant/

特徴
1）発災直後に、被災地の災害拠点病院の患者数推計シミュレーション結果
から、支援に入るDMATの配分と移動経路の最適化計算（AI）を行う。

供給方法の検討

医療需要のシミュレーション
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2）急性期以降において、避難所に避難している避難者の健康状態を病態シ
ミュレーションすることで、医療需要を計算する。支援に入る医療チーム、
保健師の供給方法を検討するシミュレーションも。避難者をエージェントと
し、健康状態が時間経過ともに変化する。

3. 支援システム

保健医療支援活動に関わる情報の利活用技術の研究開発
市川 学（東京工業大学）・河嶌 譲（国立病院機構災害医療センター）
ichikawa.m.aa@niph.go.jp  yuzuru@dmat.jp

DMATの初期配置の
AI（最適化計算）へ

近傍医療機関へ受診
＝医療機関ごとの患者数推計

近傍避難所へ避難
＝避難所ごとの避難者数推計

250mメッシュ
・死者数　　・重症者数
・負傷者数　・避難者数

特徴
　SIP4D被害推計情報（250mメッシュごとの死者数・負傷者数・重症者数
及び避難者数）を用いて、被災地の被害を計算。人工社会で負傷者及び避難
者の行動シミュレーションにより、医療機関の重症患者数と避難所に集まる
避難者数を推計。患者と避難者の状態変化にも対応しているため、時間経過
によって、傷病の変化、健康状態の変化をシミュレーションで表現すること
も可能。

DHEAT/保健師の
AI（需要計算）へ

2. SIP4D 情報利活用システム（厚労G）

人工社会
シミュレーション入力情報

首都直下地震のおける災害拠点病院
医療需要シミュレーション結果

結果

特徴
　災害時保健医療活動（対象：DMAT, JMAT, DHEAT, DPAT, 保健所職員, 
自治体職員など）に必要な情報を送受信する。府省庁連携防災情報共有シス
テム（SIP4D）より、震度分布情報、被害推計情報、道路啓開情報、気象情
報などを受信する。医療機関情報（EMIS）、避難所情報（H-CRISIS）など
を送信する。

1. SIP4D 情報連携システム（厚労G）

府省庁連携
防災情報共有
システム
（SIP4D）

震度分布
250mメッシュ被害推計
道路啓開など

H-CRISIS
サーバEMIS（広域災害救急医療情報システム）

災害時患者搬送カルテ
避難所情報など
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